




















































































































































































































































































































































構成単糖 呈色試薬a MGb SAc
　　　　　　　　　　　ピークAL　　ASP　ASK　　　　 　　　　 　サイズ ピークdNo． ピークサイズ
重量比 モル比
Atabinose
Rhamllose
Fucose
Xylose
Mannose
Galactose
Glucose
G．u．　a．　e
Glycero1
十暑升十
十
23567　　4
｝
8’k1°｝
1
井
、十
17．25　　19、08
10．17　　10，53
7．43　　　7．89
9．19　　10．53
20．53　　19．08
12．36　　11．84
23．07　　21．05
a本文参照，bMG：TMS－methylglycoside，　c　SA：TMS－aIditol，　d図2参照，
GalactUronic　acid，　f　GlycerolとG．　u．　a．を除いて算出
eG．u．a．：
36卜 （ZZ8）
みその香気吸着性について（第2報）
　　　　　　　　　と低く，みその糖質の大部分が単糖類であるため溶解除
　　　　　　　　　去され，不溶成分中ではヘミセル・n・一一スが主体を占めて
　　　　　　　　　いる．
　　　　　　　　　　Rt（min）
図2．みそ水不溶性成分の炭水化物を構成する中性
　　　糖のガスクロマトグラムーTMS・メチルグリ
　　　コシードとして
ガスクロマトグラフィー，カラム：OV－17，3mm　X
3m，150℃一（5°／m）→240℃；※内部標準：TMS・一
イノシトール
在の確認は初めてである．フコースは大豆ヘミセルP－’
スにかなり存在している16）ので，大豆に由来するものと
考えられる．
　3．要　　約
　香気吸着性を有し，帯黄白色でほぼ無臭の米みそ水不
溶性成分（凍結乾燥物）の組成を分析した．タンパク質
31．7％，脂質30．7％，炭水化物27．9％で，この三者が大
部分を占め，その他灰分0．8％，水分8．9％であった．
タソパク質は原料みそからの回収率が36．0％であり，不
溶成分のタンパク質の45％が希水酸化ナトリウム可溶性
であり，49％が不溶性であった．脂質の回収率が77．4％
で，不溶成分の脂質の65％oトリグリセリド，その他遊離
脂肪酸，脂肪酸エステルを量的に多く含んでいた．炭水
化物のほぼ半量がセルロースであり，その回収率は90．0
％と高く著しく濃縮されている．糖質の回収率は14．4％
　本研究に協力していただいた新潟大学歯学部　佐藤尚
美民，本学目黒香代，高沢恵子両氏に感謝いたします．
　本報告の概要は昭和51年度家政学会大会（10月，京都），
昭和52年度全国味噌技術会総会（5月，東京）にて発表
した．
　　　　　　　　　　　（昭和53年11月6日受理）
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